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議   題 （１）古河市立小中学校の適正規模について 

議   事 

 

（１）古河市立小中学校の適正規模について 

 

委員の考える小中学校の適正な学級数及び１学級あたりの児童・生徒数

等について協議。委員を３つのグループに分け、グループ内討議を行い、

その内容を発表した。  

 発表内容は下記のとおり。 

 

〇グループＡ 

・小中学校の学級数は、クラス替えなどを行うため、１学年２クラスは必

要と考え、学校教育法施行規則の同様の基準である「12 学級以上 18 学

級以下」が適当と考える。 

・１学級の児童・生徒数は、小学生は「20 人以上、30 人以下」、中学生は

30 人程度が適当ではないかと考える。 

 

〇グループＢ 

・小中学校の学級数は、グループＡと同様に「12 学級以上 18 学級以下」

が適当と考える。 

・小学校の１学級の児童・生徒数は、「小学校の平均人数である 26 人以上、

30 人以下」が適当ではないかと考える。また、中学生は「26 人以上、32

人以下」が適当ではないかと考える。平均人数であれば、公平な教育活

動を目指すことが出来るのではないかと考えたため。 

 



〇グループＣ 

・小学校の学級数は、集団の中で学ぶべき物が沢山あることを考慮して、

１学年２クラス以上は必要と考えるため、「12 学級以上 18学級以下」が

適当と考える。また、中学校の学級数は、教員の教員側の担当の数を考

えた場合、全ての教科が担当出来る１学年 3クラスは必要と考え、「９学

級以上 18学級以下」が適当と考える。 

・小学生は「25 人以上、35 人以下」、中学生は「30 人以上、35人以下」が

適当ではないかと考える。 

 

※なお、第２回審議会内では適正規模の結論が出なかったため、第３回

審議会で評決等を行うこととした。 

 

備   考  

 


